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序

由利郡東由利町lζ所在する片符沢遺跡は、昭和54年度県営園場整

備事業lζ係る遺跡、でありました。そこで県農政部と協議し、

助を得て事前発掘調査を実施したものです口本報告書はその調蒼結

果をまとめたものです。

調査の結果、縄文時代後期初頭の土壮、それに伴う土器、土偶、

円盤状土町製品など数多くの遺物が発見されました。縄文時代後期初

頭の遺跡の発掘例は少なく、研究も遅れているところであり、今度

発見されたものは、それを補充する貴重な資料と考えられます。

本報告書が文化財の保護はもちろん、学問的にも活用していただ

ければ幸いに存じます。

最後にこの発掘調査にど協力いただいた東由利町教青委員会なら

びに由利農村事務所の方々に心から感謝の意を表します。

昭和55年 3月

秋田県教育委員会

教育長畠山芳郎
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1 .本書は、秋田県教育委員会が昭和54年度に発掘調査を実施した片符

沢遺跡の調査報告書である。

2.本書の作成にあたり、以下のように分担して執筆した。

目次の第 4章第 l節の 2、第 5章一……………………富樫泰時

第 l章、第 3章、第 4章第 l節の l………・・…橋本

第 2章一………………・…………………………一佐藤和弘

3.遺跡の写真撮影は富樫、橋本が行った。遺物の写真撮影は佐藤(和)

鈴木(功〉が行った。

4. 本書中の出土遺物の実測図は第57図13を除いて(これだけ弘)、全

て%に統ーした。出土土器の拓影は弘、%とした。全体図及び遺構実

測図は任意の縮尺であり、それぞれにスケールを付した。方向は全て

磁北である。

5.土色の表記は主に小山正忠@竹原秀雄「新版標準土色l帳」を活用し

7こO

6.土偶等の実測に際しては、秋田県立博物館 庄内昭男氏の協力を得

fこO

7 .遺構外からも大量の遺物が出土しているが、時間と費用の関係で、

大部分を割愛せざるを得なかった。これらについては、後の機会に公

表するつもりである。



口口 次

序

はじめに一-

l節発掘調査に至るまで…

2節調査の組織と構成…・

遺跡の立地と環境...

第 1節立地と環境…一

2節歴史的環境と周辺遺跡…一

3章発掘調査の概要…

第 l節遺跡の概要……

1.遺跡、の層序…

2.遺構の分布…

3.遺物の検出状況………・

2節調査の方法……ー

1

1

1

1

1

1

A

A

4

A

坐

A

4

p

o

p

h

U

円

h

u

p

o

n

u

d

Q

d

第 3節調査の経過…………

第 4章調査の記録…一

第 l節遺構と遺物…………・

I
J

円
べ

U

つU

'
t
a‘

4

5

i

4

1

i

 

1. 遺構について-・..・・・・-…・一一........................…...一..........…-一...一....13

2.遺物についてー...........一一..........一...........一................一.........…...46

第 5章 まとめ-一一...................…・ー…............................一一.......…一.............96



挿 図

1図遺跡位置図………一…………… 3

第 2図 遺跡全体図…………ー…・ー…… 7

3図遺構配置図………………ー……11

第 4図 S K1 0 1・102.103土拡-一一.......14

5図 S K 106 .41.44土拡一.............16

第 6図 S K40 • 39. 43土拡…......…....18

7図 S K42 • 38. 28土拡一.............20

第 8図 S K36 • 32 • 47土拡...............22

9図 S K46 • 45 • 35土坊;一.............24

第10図 S K29 • 30 • 20土拡-一….........26

第11図 S K22 • 27. 24土壮一.............28

第12図 S K23 • 33 .05土拡-一............30

第13図 SK25 • 26 • 04土±広...............32

第14図 SK17.16.15土松一............34

第15図 S K34 • 31 • 19土拡・・・・・・・・・・・・一.36

第16図 S K 18 .07 .06土士Jt...• 一一 .......38

第17図 SK03.02.01・土拡・・・・一一.......40

第18図 SK11.14.12土拡一.............42

第19図 S K 13 • 09土拡、 SX21埋護...44

第20図 S K01出土土器一....….............48

第21図 S K02出土土器…........一…一....49

第22図 S K02出土土器・一...…一-一.......50

第23図 S K03出土土器一・….......一......51

第24図 S K03出土土器…・・・…一....…...52

第25図 S K05出土土器一.....一一・…......53

第26図 S K06出土土器一・…….............54

第27図 S K06出土土器一・………一.......55

第28図 S K07出土土器一...........一一-…56

第29区I S K08出土土器一.....一一..........57

円
口 次

第30図 SK09 -・・57

第31図 S Kl1出十十器・・・一.'一一・・・・・・ 2 ・・・58

第32図 S K12出土土器.....................59

第33図 S K13出土土器.....................59

第34図 S K14出土土器...….........ーー・・・.60

第35図 S K15出土土器......•.. •.• ••. .，. ...61 

第36図 S K16. 18.19.20出土土器一.62

第37図 S K17出土土器......一・胸・・一.......63

第38図 S K22出土土器一.....一.............64

第39図 S K23出土土器-一一-一-一..........65

第40図 S K24 • 25出土土器-一一..........66

第41図 S K26出土土器....一一..一一.......67

第42図 S K27出土土器.....................68

第43図 S K28出土土器......…............69

第44図 S K28出土土器一...........一…一.70

第45図 S K29・30• 32・33出土土器...71

第46図 S K31出土土器一-一....…一.......72

第47図 S K35出土土器.....................73

第48図 S K36 • 37・39• 40出土土器...74

第49図 S K43出土土器.................一…74

第50図 S K38出土土器....一一-一..........75

第51図 S K41出土土器.......一....一......76

第52図 S K42出土土器一................・・・77

第53図 S K47出土土器.....................78

第54図 S K1 01・106出土土器.........一一.79

第55図 S X21埋護実測図一.......….......80

第56図土器実誠図……・…一……………81

第57図 土器実測図………・ー…・ー………82

第58図土器実測図………………………83



第59図 -・・・84 第65図 E区出土土出底部・・・・・…・・ ・90

第60図 -・85 第66図 E区出土土器底部..... .91 

土偶実測図 ... .86 第67図 立区出土土器底部一. .92 

第62図土偶実視IJ図一 -ー...ー .87 第68図 E広出土土器底部- .93 

第63図 円盤状土製品... .... -・・88 第69図土地出土土器- .94 

第64図 I区出土土器底部… ..............89 第70図 土曜;出土石器一 .....95 

図 版 自 次

図版 l 遺跡遠景.I区及びE区北部 図版16 S X21埋警

図版 2 E 図版17 土泣内遺物出土状況

図版 3 立区南部@彊 図版18 n k8:北部遺物出土状況

図版 4 W区全景@発掘風景 図版19 立k8:南部遺物出土状況

図版 5 S K41 • 40 • 39土拡 図版20 盟k8:遺物出土状況@土偶出土状況

図版6 S K44 • 43 • 42 • 38土曜; 図版21 遺構外出土土器

国版 7 S K 46 • 28 • 32 • 47土拡 図版22 遺構外出土土器

図版 8 S K 45 • 35 • 29 • 30土拡 図版23 遺構外出土土器

図版 9 S K24 • 22 • 27土拡 図版24 遺構外出土土器

E奇抜10 S K 05. 23 ~ 33土曜: 図版25 遺構外出土土器

図版11 S K04 • 25 • 17土堆 図版26 遺構外出土土器

図版12 S K 16 • 15 • 34 • 31土曜; 図版27 遺構外出土土器

図版13 S K 19 • 07 • 06 • 03土地 図版28 遺構外出土土器

図版14 S K02 .08 .01 • 11 図版29 遺構外出土石器

図版15 S K 14 • 12 • 13 • 09 士広 図版30 遺構外出土石器

付 図

付図 l 土拡上面磯分布図 付図 3 土拡分布図

付図 2 土岐上面出土土器分布図



第 1章 lま じめに

第 1節発掘調査に至るまで

片符沢遺跡 Iは、昭和37年秋田県教育委員会の行った遺跡分布調査の際確認された周知の遺

跡である。この地域は、昭和53年度の県営踊場整備事業東由利地区の計画地域内にあり、その

処置について由利農林事務所から連絡があった。

計画どおり工事が行われると、水田下の遺跡が破壊される恐れがあったので、由利農林事務

所と文化課が協議して、工事着工前lζ発掘調査を実施し、記録保存をはかり、今後の資料とす

るものとした口

その後、この地域の関場整備事業が昭和54年度に変更になったため、発掘調査を昭和54年度

に行うこととし、片符沢遺跡Hと並行して 6月18日から調査が開始された。調査対象面積は約

7，000 niである。

第 2節調査の組織と構成

調査目的 県営問場整備事業(東由利地区)に伴い消滅する片符沢遺跡 Iを、

調査主体

調査繍助員

事務補助員

調査協力機関

遺跡所在地

調査期間

調査対象面積

調査面積

lζ先立って発掘調査し、その記録保存をはかり、地域社会での埋蔵文化

財の活用に資する。

秋田県教育委員会

富樫泰時、畠山憲司、橋本高史(秋田県教育庁文化課)

佐藤和弘、高橋俊宏

畠山京子

秋田県由利農林事務所

東由利町土地改長区

東由利町教育委員会

東由利町立住吉小学校

秋田県由利郡東由利町田代字石高 8番地

昭和54年 6月18日---8月11日

7.000 ni 

2.048 ni 



発掘調査協力者 及川昭、高橋忠太郎、 ]111崎洋督、岸本正憲、小松輝男、高井勉、東松琢

郎、熊谷恭子、斉藤知子、佐々木郁子(以上秋田大学学生)、大阪幸-， /J¥

野金蔵、小野庄治、小野虞出、木島賢一、木島利久、斎藤正志、佐藤銀

一郎、佐藤峰、佐藤吉二、佐藤房蔵、佐藤満、千葉重喜、長谷山武美、

長谷山義雄、畠山洋、畑山運治、村上作蔵、渡辺忠、渡辺忠一郎、渡辺

、渡辺与八、小野幸子、小野タケ、木島のりこ、小松ツノレノ、佐藤

金子、佐藤サカエ、佐藤節子、佐藤ルリ子、千葉ナツヨ、渡辺サキ、渡

辺チヨ、渡辺ミチ、渡辺ユミ

遺物整理協力者 渡辺健太郎、鈴木秋良、花田幹雄、桑原降、高橋治樹、大石俊雄、鈴木

功、天野患子、荒沢孝子、石川静、石黒紀子、越智孝子、

神居トシ、熊谷恭子、小法IJ悌子、小町順子、佐藤昌子、佐藤連子、進藤

ひとみ、諏訪節子、田松志津子、鶴谷左絵子、林ヒサコ、藤島アツ子、

牧野一枝、山崎節子、山田文子

ワム
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節立地と環境

片符沢遺跡は、秋田県由和郡東由利町田代字石高 8番地lζ所在する口東由利町は、秋田県の

中央部から西南部lζ広がる出羽丘陵中にある山あいの町で、古くから由利海岸と内陸横手盆地

を結ぶ中継点iζ位置し、現在は本荘と横手を結ぶ国道107号線がその中心的な役割をはたして

いる。

この東由利町を南東から北西に貫流する高瀬川は、蛇行しながら肥沃な沖積地を形成し、現

在はその周囲のほとんどが水田で、すでに周知の湯出野遺跡を含め多くの遺跡が点在している。

雄勝郡羽後町iζ源を発し西流する高瀬J11は、本町石高で急lζ北lこ流路を変える。本遺跡は、

その屈曲部から約100m上流の左岸最低位段丘上にある。又、西側iζ東由利町最高峰である八

塩山 (713m)が近接し、四方を山lζ囲まれ、国道107号線と県道羽後@向田@館合線との分

岐点から約 4km南下した小盆地にある。遺跡のある河岸段丘は高瀬]11が大きく東へ蛇行して形

成されたもので、南側がやや高くなっている。遺跡の標高は、 149--151mで、高瀬川水面との

比高は 4--5mである。

第 2節 歴史的環境と周辺遺跡

高瀬J11流域には、確認されている縄文時代の遺跡が片符沢遺跡 Iの他 7遺跡がある。そのほ

とんどが、高瀬川及びその支流が形成した河岸段丘上にある口時期的に見ると、縄文時代前期

のものとして片符沢遺跡H、縄文時代中期のものとしては大木 7• 8式土器が出土している向

山遺跡、同じく大木 b式土器が出土している野中遺跡があり、縄文時代後期遺跡である片符沢

遺跡 Iと同じ時代のものとして縄文時代中期から後期にわたっている台山遺跡草、下松台遺跡

等がある。縄文時代晩期のものとしては、晩期全般にわたっている湯出野遺跡、大洞C式土器

が出土した智者鶴遺跡がある。これらの遺跡の立地を見ると、片符沢遺跡 1.智者鶴遺跡は川

の流域のすぐそばの低位河岸段丘ょにあり、野中遺跡@向山遺跡など、中期遺跡は河川から少

し離れ、高い位置の洪積台地上lζ立地している口片符沢遺跡 Iと同時代の台山耳@下松台の遺

跡はそれらの中間的高さをもっ台地上に存在している。

又、古代の遺跡としては、台山遺跡 1.岩井堂遺跡があり、中世のものとしては、下村城跡

@玉米城跡・根城城跡・高建城跡があり、根城城跡・両建城跡は中性、 ト利城跡は中世末のも

4-



のとされている。遺跡の所在する田代地区は、中世におい

。文化の中継地点としての役割をはたしたものと思われる。
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第 3章 発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

1、遺跡の層序

遺跡は子古川の支流高瀬J11の左岸の第一河岸段丘上に位置している。今回の調査対象地域は

ほとんどが水田で、あり、一部耕地整理等により破壊された笛所もある。遺跡の中心部における

標準的層位は以下の通りである。

第 1J醤 暗褐色士 いわゆる表土できめの細かいくろぼく土。 (20cm) 

第H層 黒褐色土炭化物、蒜色粒子を含む粘性のある土。多量の擦を混入する。遺物包

(20cm) 

第麗層 黒褐色土粘性のあるきめの細かい土で炭化物を含む。赤色粒子も混入するが、

第百層程多くない。第亜層上面iζて土拡が検出された。遺物包含層。

( 10侃)

第IV層 黄灰色土段丘磯層、または粘質土のいわゆる地山。

2、遺構の分布

片符沢 I遺跡は遺跡西側北部(1区)、西側中央(耳区)、西側南部(盟区)、東制 (IV区)

iζ分けられる。それぞれの区ごとに遺物の分布及び検出状況について述べてみる。

I区において検出された遺構は土地 4基である口 SK101---103はほぼ同タイプの土拡でま

とまって検出された。 SK 1 06はそれらよりやや東側へ離れて位置し、形態も異なる。いずれ

の土拡も第盟層上面にて検出された。

E区は、この遺跡の中心部とみられ、土拡41基、埋聾 l基を検出した。遺構はMC50付近iζ

環状lζ配置されているようである。 SK05は土巧;のまわりを黄褐色土が環状lζ囲む形態をして

おり、{由の土地とは違う役割を持ったものであろう。第H属中から燥を伴って大量の土器が出

した。

麗区にては土拡5基が検出された。ほぼ同様の広がりをもって分布しているが、形態的には

かなりの差異がみられた。頭区も五区同様lζ第H属上iζ燥を伴って土器が大量lζ出土し、その

下lζ土拾がある口

W区lζおいては遺構は発見されなかった。

6-
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3、遺物の検出状況

):;占有:沢 I遺跡において出土した遺物の量は整理箱で50箱程度である口遺物は11J叫iti'，'(){¥'，:におけ

る第n 理屈仁わからある程度まとまった状態で出土するものもあったが、投げ棄てられλ むしつ

らしく、ほぼ完形として復元できるものは攻伺にすぎなかった口また造物は E属中から1111二し

たものが最も多く、遺構埋土中からのものと第盟回出土のものは少ないけ土J!l:間の造物IrlJ~註

はかなりの聞きがある口概して、深く掘り込まれた比較的大きい L'，JJI:で造物の出土が多い口

第 2節調査の方法

片符i沢 I遺跡、は周知の遺跡であり、台地部分約12，000niあったと推定されるが、数凶にわた

る耕地整理等のため段丘上の11市IJの約半分は自Ijられて破壊されてしまっていた。そこで、 [llJJ手

段丘の河川側で坪掘りを行い、北側lζ遺物が多く出土したので、北側のほぼ半分、約7，000rrf 

として発掘調査を行うことにした。

遺跡中央部に任意の基準杭を打ち、これを原点 (MA50) とした。 トランシットにより磁Jt

を定め、東西南北の基線を決定した。これから 4m停に東西基線、はアルファベット 2文字の組

2桁の数字の組み合わせを用いた。すなわち、東西基線は 8グリッド32

mで 2文字の前の方を替え、 4m毎lζ後の方を替えた(西へMA、MB、MC、.~ • .一、 MG、

MH、NA、-一・・， NH、OA、.~ • .・，)。また南北基線の数字は 4汎毎へ北に行くにつれ 1ず

つ増えることとした(北へ50、51、52、....." 59、60、・・・・ー) 0 各グリットの名称は東南関の

交点のアルファベット 2文字と数字 2文字からなる 4個の組み合わせを用いることにした (M

A50、MB51、・・・・・・)。

したグリッド名称を用いて、 4m 4mのグリッド法により、随時拡張して

いくことにした口実担IJは16m毎の基準杭を基にして間尺を用いて、原則として古の縮尺で行っ

た。土色は γ新版標準土色帳J によった口遺構番号は検出版lζ01から番号をふり、その後遺構

でないと確認されたものはそのまま欠番とした口

3節調査の経過

片符沢遺跡 Iは周知の遺跡であるが、昭和54年度の関場整備地域内となったため、昭和54年

6月18日--8月11臼までの問、発掘調査を行った口調査の全般的な経過は次のとおりである。

6月18日---21日比片符沢遺跡 Iの範閤確認調査を行い、遺跡面積を約7.000nfと推定し、 ζ

れを調査対象とし、 25日から本格的発掘調査にはいった。最初に遺跡のほぼ中央部

9 



準杭を打ーち、 MA50と定めた。 27[:3から、範囲確認調査の際に土器が多く出たMC51毘辺と、

L G45周辺を中心にして掘り始めたが、連日の雨のため表土下を掘り下げることが国難だった

ため南北に表土手Ijぎ区域を広げていったり

7月 9日から第E層の掘り下げにはいり、 LA45、MF55等の第 11 中から

認した。 16日からは第 H居中の土器を実測、写真撮影した後、取り上げて第富民上回で精査し、

遺構の確認に努めたところ、遺構らしきものは検出されたが、プランが明確でなかったため第

盟層の掘り下げにはいったη その結果MF49付近で 3つの土j広らしきものが確認された円その

後はさらに北の地域を掘り下げてそれぞれ SKO 1~遺構岳号を付した(この区域を E 区とした

7月24日からは遅れていた遺跡南側(罰氏)の椀り下げを行い 5某の l:-.J止を確認し、 SK09 

---14 (SKI0は精査したところ土岐でないことが判明したため欠番とした)とした口

7月初日に在民の SK05付近を捕り下げ、 SK05を中心として、多数の一上川を検出したn そ

れぞれ土泣を半哉し、断面図を実測した後、すべて掘り下げた。

8月 6日に遺跡北側(1区)の拡張および掘り下げを行い、 J::.J，広を 4基確認し、実測その他

を行った。

11日に残る立区北側の土Ju:の実関及び遺跡全体の写真撮影を行い、片符沢 I遺跡の発掘調査

を終了した口

-10-
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第 4章 調査の記録

第 I節遺構と遺物

1、遺構について

片符沢遺跡 IIζて検出された遺構は土地 51基埋饗 l基である口いずれの遺構も第E層上面

lζて検出されるもののプランは極めて不明石室だったので、この屈を掘り下げ第IV層上面で平面

観察を行った口また、第E層中からは縄文時代後期前~中葉の遺物が多量に出土し、ある程度

のまとまりをもって出土した箇所も多かった。土拡とその上面に位置する石及び土器の関連に

ついて考察を加えてみることとする白 (付図 1---3)

遺跡全体において、第E層中から出土する土器のほとんどは、こぶし大~人頭大の礁を伴っ

て棄てられた状態で出土した。特に国区においては礁と醸の間に土器片が散在している傾向が あ

しかった。土器と擦はほぼ同一レベノレで:あるが、擦の方がやや高いレベルにある口土拡とそ

の上面の擦との関係は、数値の擦が配されているものもあるものの、顕著な研IJはあまりない。

わずかに SK31 • 341c土拡上面に磯が集中する傾向がみられるのみである。土拡とその上回の

土器との関係についても同様な事が言え、 SK 0 7. 26 • 30 • 34の上部l乙土器が集中して存在す

るが、その他はむしろ土地の上面の周囲に土器が集中しである傾向が強い。概していうと、土

力j:の上面lζは土器@擦ともにほとんどなく、その周聞に土器と磯がほぼ同一レベノレです昆在して

いる傾向が強い。

土拡は形態的にいくつかの違うタイプのものがあるので、これを次のタイプ別に分類した。

後述する土~広の記述中の、分類、はこのことをさす口

第 1Iζ、平間形lとより A-楕円形または不正楕円形、 B ほぼ円形の 2種lζ分けた。第 2iζ、

断面形及び規模により 1 深いもの、 2 浅し ¥/J¥形のもの、 3 浅い中形のもの、 4 浅い大

形のものの 4種に分けた。第 3Iζ、埋土中及び泣底面lζa 石のあるもの、 b 石のないもの、

c 粘土をもつものの 3種に分けた。以上 3種の記号及び、数字の組み合わせによって分類を試

みた。その結果を個数でみると、 A1a-3、A1b-1、A2a-7、A3a-12、A3b-2、A4a

-6、A4b-1、B1a-5、B1c-1、B2a-7、B2b-2、B3a-1、B3b-1、B4a-1 

となり、概していうと、 Aタイプのものは 1---2mの長径をもち浅いものが多く、 Bタイプの

ものは中形で深いものと小形で浅いものが多い。これらの土岐の中でも SK05はまったくタイ

プの異なる土地である。 SK03の粘質土の混入も変わったものといえよう。

以下、それぞれの土坊について述べてみる。

-13-



乱

ヨド Ji!. 色 粘土質。木炭若干あり

( 5YRl/2l 

b 

Hsl4B.6om F疋 f日 色 粘t1:3 少Ri:l砂を混入。
(7.5YR2/5) 

C 

間 色 HÎ-'~.到)
i7.5YR3/4¥ 

a 
l1l f品 色 粘土質。

(7.5YRl/幻

b 
'1"， 認J 色 木氏まじり。

H"14B.6om 
(7.5YRl/3) 

し，、

灰 f品 色 粘土。

(7.5YRl/4) 

第 4図 S K 101・102・103土塊

- 14 



P.79第54図131こ示される土器が出土した。

縄文時代後期前奨のものと思われる。

第 102号 土地 i検出地点 I1区 MD62 主軸方位 1 1'HS
O

W

長軸 0.82汎， 短軸 0.56抗， 最深の深さ 0.12 m 分類 IA 2 aタイプ

形態 中央部上面に径40仰の石を持つ、上縁が広がる浅~ ¥lJ¥土地である。

遺物出土状態 j遺物は出土しなかった。

遺物

時期 縄文時代後期前葉のものと思われる。 |挿図番号|第 4図 l図版番号|

備考
ト一一一一一

第 103号 土ま広 |検出地点 I区 MD62 |主軸方位 l円形

長紬 0.77 m， 短軸 0.75 m， 最深の深さ 0.28 m 分類 IB2aタイプ

形態 ほぼ円形を呈し、上縁が広がる浅い小土拡である。

遺物出土状態|遺物は出土しなかった。

遺物

時期 縄文時代後期前葉のものと思われる。 |挿図番号!第 4図 l図版番号|

備考
ト一一一一一一一一

F
h
u
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A '-<ミここ二「 諒44 A' -Hぉ 149.oom

第 5函 S K 106・41・44土地

⑧ 

a 
酸化鉄の赤い筋がは，， 1)、炭化物・土器片も

黒褐色

(2.5Y 3/1) 
多い。こぶし大から半頭大の河原石もある。柔かい。

b 
柔かく粘性があるむブロック状にオ 1) ザ成

黒褐色

(7 .5Y ~:l /l) 
の粘質土がはいる。炭化物・土器J'，-ともに多しも

C 

オ 1) ブ灰色 オリ ブ灰の独立したところ υ

(10YS/2) 

A 

a 

黒褐色
パサノ什ナ。褐鉄鉱粒、炭化物、遺物

(10YR3/2) 
を含む。

b 
掲鉄鉱粒を多量に含む。炭化物も含

暗褐色

(lOYR3/3) 
む。遺物は aより少なし、。

C 

E包 掲 色 粘性あり。均質。

(2.5YR3/1) 
JA

一mo 
Q
M
 

。O
A

“1
 

Z
 

M
H
 

a 
黒 褐 色|褐鉄鉱粒、炭化物、漬物を含む。ノj、1潔を含む。
(lOYR2/1) 

b a， I不純物を含まな L、。ベタベタしている。(半11i'11:黒色|iあり)小f，紫式〉合む
(lOYR2/1) I 

褐 色|地山。砂質。小磁を含む。
(lOYR4/6) 

d 
灰 色 i地山、砂層。
(5YR4/1) 

ハh
U

1
i
 



第 106号 土地 l検出地点 I1区 MA61 主軸方位|円形

長軸 2.42 m， 短軸1.75汎， 最深の深さ1.17汎 分類[B 1 aタイプ

形態 不整楕円形を呈し、直角に近く掘り込まれた深さのある土地である。

遺物出土状態 l遺物出土量は中間である(多少の判断は本遺跡附ける相対的評価に基づき、

以下の土拾についても同様である。)

遺物 P.79第54図 1--121乙示される土器が出土した。

時期 縄文時代後期前葉と思われる口 |挿図番号|第 5図|図版番号|

備考 第54図10• 11に示した網代痕を持つ土器底部が出土した。また12に示した耳栓も出土

した。

第 41号 土地 l検出地点 [n区 MG57 主軸方位[N 10 

E 

法量 長袖 2.21 m，短軸 1.23汎， 最深の深さ 0.49 m 分類JA4aタイプ

形態 下面は上面より主軸が偏東しており、北東側の上縁がゆるく広がる。

遺物出土状態|遺物出土量は中間的である。遺物は a• b ら出土するが、 b に多〈

含まれている口遺物はまとまりなく、土士広埋土の上半分から出土した。

遺物 P.76第51図に示される土器と、 P.95第70図4fζ示される凹石が出土した。

時期 縄文時代後期前~中葉と思われる。 |挿図番号|第 5図i図版番号|図版 5

備考 第51図1Jfζ示した網代痕を持つ土器が出土した。
ト一一一一一

第 44 土地 |検出地点 /n区 MF56 主軸方位 IN7口

長軸 1.49汎， 短軸 0.42汎， 最深の深さ 0.30汎 分類 IA 3 bタイプ

形態 上縁が広がる不整長構円形を呈する。

E跡世状況 i遺物は出土しなかった凸

遺物

時期 縄文時代後期前葉のものと思われる。 |挿図番号|第 5図|図版番号 l図版 6

備考
一

-17-



⑧ 

ム
一

mo
 

cu 
Q
d
 

A
時M

H
 

⑨ 

:443 

第 6図 SK40.39・43土地

a 
主廷 掲 色 砂nで匝いυ 炭化物褐鉄鉱粒、泣物を含むの

(lOYR3/2) 

誌j 色 キti質で柔か L 、。)え i七物 N~ji1jijl:粒、造物をi:rむ

( lOYR2/2l 

C 
池山のブロック。粘性が~rtll .立~1JJ !土 な

にぷい黄禍色

(lOYR5/4) 

d 
灰 色 粘土、不純物を含まず均官。

i2.SYR5/l) 

丘

笠 褐 巴 パサパサー炭化4勿i立1を人誌引、立を含む

(lOYR3/2) 

b 
aより粘性あ I)o ，i立物、炭化物、i'&l鉄鉱Niを

IJ音褐色

(lQYR3/3) 
んLヨ」υレ-。

C 均質な粘土。特殊な:仁で、マロゾク:Ik(二[土 L、

日月オリ ブDと る。不純物なし。(SK06(bJに同1'K>;:J.q勿が見

(5GY5/1) られる)

a ノ、サノぐサ。 I立物が多い。 炭化物、褐鉄鉱*立を l

黒 褐色
~1"む。

( lOYF{3/2) 

b 
fltj' ~!;j ノ己タ aより砧性あ 1)" 炭化物、褐鉄ft'Jl::j立を含むむ

( lOYFC3/3j 

oo 
--ム



る。西方がやや深くなっている。

ほとんどの遺物は a、 b層のやや底面よりか

遺物出土状況 1遺物は土器が数片出土したのみである。いずれの遺物も a • b層からまとまり

なく出土した。
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A 

A 

日七斗

④ 

A 

A 

第 7図 S K 42・38・28土地

A' 

A 

A -H..149.1om 

a 
パサノfサ。褐鉄鉱粒、炭化物を含む。

黒褐色

(lOYR3/2) 
i立物あり。

b 
褐鉄鉱粒を多量に含む。 造物あり。聴

暗褐色

(lOYR3/3) 
が混入。

a 
主豆 褐 色 炭化物を含む。褐鉄鉱粒を若干含む。

(lOYR2/3) 

b 
H立日 褐 J色 褐鉄鉱粒を多量に含む。

(lOYR3/3) 

a 
A ~Iß 色 ]i)H凶尚、褐鉄鉱粒、 i立物を含む。キI~性あり
(lOYR3/2) 

b 
M]質て¥不純物はほとんど含まない。

黒色

( lOYR21l) 
多い。下部にいくと百少ヮぽくなり石少利を 1"0 

C 

褐 色 地山フロック。 遺物は含まない。粘性強い。

(lOYR4/4) 

- 20 -



第 42号土地

型im 0竺土L 最深の深さ 0.37吐分類 JA4a三三
る口 土J広中央部に30cm程の掘り込みが見られる。

やや多し
一一一一一一一一一一_j

れも aとb層の中間付近からまとまりなく

る。円盤状土製品も l個出土している口いず

した。

P.77 第52図に示される土器が出土した。

図版 6

した網代痕を持つ土器底部が出土した。

ほぼ円形を呈する。断面形は鍋底状である。

遺物出土状況|遺物出土量は少ない方である。遺物は b層中からまとまりなく出土した。

!p.75 第50図に示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる Q

で出土した口他の遺物は a• b ら出土したがほとんどが b層中である。

R69・70第43・44図に示される土器片が出土した。第43図17に示した舟形土器が出土している。
| 一一一一一一了一一 …一一一

時期 縄文時代後期前葉のものと思われる。

備考 IS K28の西側に浅い土拡が重複している口これを SK28' とする。 SK28'は長軸1.38

m、短軸 1.09m、深さ 0.24抗、主軸方位N87
0 Eの、浅い鍋底状の土拡で SK28よりも古いもの

である。遺物は出土しなかった。
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A 。A

A 

H爾 149.2om

~⑧ 

a 
A 色

A (7.5YRl/2) 

b 
主旦 色
(7.5YRl/2) 

じ

旦1 色
( lOYRl/2) 

d 
主主 弘司 色 土22を多く含む。ややdIAI床が怖い。

A t正
(lOYRl/2) 

第 8函 S K 36・32・47土塊
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短軸 0.42 m， 

第 36号 土地

0.] 9汎

P.74第48図 1~ζ示される土器が出土したQ

縄文時代後期前葉のものと思われる。

らまと

縄文時代後期中葉のものと思われる。

東南の SK47と一部重なっているが、土の色が不明確なため新!日の判断はつかない。

第 U 号土壌

長軸 1.22汎， 短軸 0.92汎，

不整楕円形を呈し、

ら出土した白

P.78第53図に示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる。

S K32と重なっているが既述したように新|日の判断はつかなかった。第53図 6・7fζ示
J 

した土器は SK23出土のものと酷似するが接合はしなかった。

Q
U
 

円
/
ω



A 

A H=15o.o5m A -

A 

A 

Hぉ 148.告合同

第 9図 S K 46・45.35土地

a 

掲 色 褐目、鉱少量含む :1立物を含むの しま 1)

(7 .5YR 2/2) 

b 

f品 色 掲鉄鉱、やや多量にたむc 粘'1"1:ややお 1)。

(7.5YR4/3) 

a 
色

(7 .5YR2/J) 

b 
黒 褐 色|褐鉄鉱含む。中1~'I'Iþ'あり。小限を小;長~=含む。
(lOYR2/2) 

c 
B音 褐 色|均質。粘質あり ο

(lOYR3/4) 

C 

uir 褐 色|均質。粘質あり。

(lOYR3/4) 

d 
黒 褐 色!褐鉄鉱、多量に含む。しまりよしの
( lOYR3/2) 

黒 色|粘'1;1:あ 1)。小ldiを少量含む。しまりな L.
(lOYR2/1) 

-hf} 

L
別
々

.ドいいかじ
J
ザ」地弘、

f

干
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、
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合
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位
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一
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一
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d
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た。

土堆

遺物は出土しなかった。

P.73第47図lζ示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる。

-25 

図版 8
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第10図 S K 29サト20土拡

a 
土註 T与kj 色 i立物包含)習。赤色粒子を多量に含む。

(lOYR3/2) 

塁 ↑司ヲ 色 遺物包含層。時、炭化物粒 j亡を含むの

(lOYR3/1) 

C 

盟 柊j 色 b と地山の仁I~ !i il 層 *I~t!:1J"]rtll 、c
(lOYR2/2) 

炭化物 台む、 1立物包台)点。

b 

主Il.el，民J 色 N<..化物fW~ .:t~t: f- 少や含むυ

( lOYR3/2) 

C 

にぶい賞褐色 粘性が IJrt~ い。武褐色微粒子を含む。
( lOYR4/3) 

d 
灰 寅褐色 しま 1)良 l¥ 市111かい粒子:[ko

( lOYR4/2) 

a 
主廷 宇品 色 赤色粒を含む。

( luYR2/2) 

i京l f品 色 造物包含!言。炭化物粒子を合む。

(lOY]-{2/l) 

C 

E設 褐 色 地山との中間層。 慨が多いの

(2.5Y3/2) 

d 
主良 1~ 色 赤色粒子を大量に含む。炭化物微粒子を含む。

(lOYR2/3) 
……  
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第 29号土地

0.98叩， 短軸 0.837TL， 最深の深さ 0.31 m 

形態 l平面形は不整楕円形を呈し、上縁が広がるか11:である。

遺物出土状況|造物出土量は少ない方lζ属する。ほとんどの遺物は b層からまとまりなく出土

した。

遺物

ものと思われる口

土拡の中央やや北西寄りの、遺構検出面から約20叩低いレベルで、朱塗の石があった。

は長さ26側、!隔18側、厚さ 10cm程でミある。第29図 3iこ示した笹の葉状の痕跡をもっ土器底部が

出土した。

ほとんどの遺物は a居中からまとまり

P. 71第45図 4.. 5!L:示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる。

土場 |検出地点|四 IVI G52 I主軸方位 IN770

W 
i 一一一一了一 一一一一一一一一

1.29汎， 短軸

l 遺物11¥土量は少なし る。ほとんどの遺物はb らまとまりなく出

土した。
一一一一一寸一一

P.62 第36図14--161乙示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる。

門

i
円
ノ
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⑨ a 

A 
A fお 色 i主物包含)言。炭化物粒子、赤色粒子を台、むυ

( 10YR2/2) 

b 
j立 !I勾包含!言。 J~t化物 f，赤色 r を合む。

茶色

(10YR1.7 /1) 
a ~j と milrJ、 c

C 

掲 色 bとj白山の iドI:¥JI言。
( 10YR3/l) 

a 
赤色粒 jてを*:1)よ 大量に;干む i立牧J[i;守!河内J主i 褐色
小慨を含む。

(7.5YR2/2) 

b 
主"註・ f品 色 赤色粒子を方む。小1潔を色、む。

(lOYR2/3) 

~111愉， C 

に.i;'¥、寅褐色 ブロソク:1たに iJL入。砂;I}(o
( 10YR4/3) 

せち

A 

a 
fti'I"I'ややあ 1)。粒子はやや荒〈、亦一褐sの粒

黒褐色

(lOYR2/3 ) 
子治τ含まれる。

A b 
aよけ半[l;'I"jつがあり、 *:(J二も卒111か

忠 riJ色
赤褐色の

( 10YR3/2J 
粒子ーが含まれる G

第11図 S K 22サト 24土塊
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第 22号 土地

長~!由 0.91 m， 短拙 0.86 m， 最深の深さ 0.45汎

形態 ほぼ円形を呈するやや深さのある土JJ.tである。

遺物出土状況 遺物出土数は中間的である。ほとんどの土器は a • b ら出土したが、特に

bJ議において多かった。

遺物 P.64第38図lこ示される と、 P. 95第70図 2Iこ示される掻器が出土した。

時期 縄文時代後期前葉のものと思われる。

備考

第 27 土地 |検出i帥 l立区 MF52 主軸方位 IN62
0 

E 

長軸 0.76汎， 短軸 0.69叫， 最深の深さ 0.24 m IA2aタイプ

形態 ゆるやかな不整楕円形を呈する小土拡である。

遺物出土状況|遺物出土量は多い方に属する。第咽]吋される土器は a層中から底部を欠

いでほぼ]個体分が押しつぶされたようになってあった。その他の土器も a層中から出土した。

遺物 P.68第42図に示される土器が出土した。

時期 縄文時代後期前葉のものと思われる。 (挿図番号 ]図(図版番号(図版 9

備考 図版17が遺構内の土器出土状態である。第42関]に示した土器は内面黒~茶褐色、外面

茶褐色を呈する焼成良好な深鉢形土器である。口縁部に 2本の沈線によって区画された幅 3cm 

程の間を磨消しである。

た。

第 2品号 土地

P.66第40図 1'"-'111乙示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる。

-29-
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土した Q

一一一一一一下一

P.65第3日図に示される

で外屈は無文で、内面に 0.3~ 0.5ωl 

土した。

P.71 

縄文時代後期前葉のものと 図版10

S K23 • 25とともに SK 05を切っている中

P.53 第25図lこ示される土器と、

縄文時代後期前葉のものと思われる。

S K 23 • 25 • 33によって切られており、これら

土が環状になる変わった形態を持っており、他の土:tJl:と違う役割を持っていたものであろう。

第25図16""'"19iζ示した総代痕等を持つ土器底部、 20i乙示した円盤状土製品が出土した。
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A A 

H叶49.lom

第13図 S K 25・26・04A.04B土拡

a 
木炭、遺物を含む。しまりなし。若干 bよ1)

黒褐色
(lOYR3/2) 

柔かい。 rよ~ill9â広多し。 iî~ が多くはい 1) 込む。

b 
木炭、 i立物、出鉄鉱を若干含む η 若干のI岐を

黒褐色

(lOYR2/2l 
色、む。

C 

明渇色 J也ILiブロノクコ宇rl，ltあ 1)" J5]1'[ 

(lOYR6/6) 

A' 

a 
も1j'1'I:なし η バササο +:JJ{t，~: 、 ~t!~:I.bð を;::;-む

黒褐色
( lOYR2/2) 

:i";Tのf/D鉄鉱を苛む。

b 
*r1í'l"l: IIJ o 石垣い)本iJ~'P 、 j立物をたむη 市欽;ÎiJ.i:

褐色
( lOYR4/4i 

を多くかみ、 'j，{i宰カーはい IJi主む{

f 

}悶 褐 巴 中市件あ 1) 地111ブロソ Y.:)l'[

(lOYH.6/6J 

a 
赤色1~(r 含む。しま i) 1'1 L 標準府f立の ~~í 11 

'，1:1; 褐色

(7.GYR3/2) 
J~♂ 

日

5よ 1でHj 色 a層に赤色粒子を多量に含む層。

.5YR3/2) 

b 
1H WJ 巴 ;Jx;色粒子:?むん小u3，'j多し

( lO"{R3i2) 

C 
しま 1)悪し。炭化物1I¥UiLf-合む。 泣物包含

黒褐色
(lOYR2/2) 

つω
円
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第 25号土地

0.88 m， 知軸 0.48 m， 最深の深さ 0.46 m 

形態|不整楕円形を呈し北と東側がえぐれている土吋である Q

遺物出土状況 i遺物出土量は少ない方である。ほとんどの造物は a• b 

出土した。

P.66第40図12---161こ示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる Q

S K23 • 33とともに SK 05を切っている。

らまとまりなく

第 26号 土土広 l検出地点In区 MF51 主軸方位)円形

1.44 ~汎， 短軸 1.26乱歩 最深の深さ 0.45 1九 分類 IB3aタイプ

形態 ほぼ円形を呈し、深さのある土拡である。

遺物出土状況|遺物出土量は中間的である Q ほとんどの遺物は a• b麗からまとまりなく出土

した口

遺物 P.67第4]図lこ示された土器が出土した。

|挿図番号第13図!図版番号!時期 縄文時代後期前葉と思われる。

備考 第4]国13& 14に示した網代痕を持つ土器底部か出土した。

第 94号 4• B 土地

A， 長軸1.03m， 短軸 0.69m， 最深の深さ 0.32悦

AはBを切っており、 A.Bともに不整楕円形を呈する。

遺物は出土しなかったc

縄文時代後期前葉のものと思われる。

AはBより新しい。 SK04Bは長軸80cm、短紬60仰、深さ 15--20仰の土拡である。

qu 
qベ
U



A 

A 
5主民16 A 

A 
SKi5 

第14図 S K 17ぺ十 15土地

34 -



からまとまりなけH土し

さ14cmの落ち込みを持つが、その点で SK 17と{以た形態を持つ

ている。
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⑧ 

A 
a 

黒褐色 粘性あり口問~;lâli::j'JL を含む。

(lOY[{3/2 ) 

多jEtl二J也LLJのプロノクをたむの 110iF夫
にぶい黄協色

i lOY){5/4 i 
#Ji:粒をたむ ~1，li立物内

A 

SK31 
C 

J:~J 託。 しま 1)、粘性才】 1)門医{じ!Iめヂ
黒色

(lOY[{2/1) 
多量;に含む。袖09cおよ粒を古む。

d 

黒褐色
砂質。しまりなし。!主!I句、 JJ~化物

( lOY[{3/3) 
褐鉄~Ji:粒を多最にたむ。慨をよT む。

A A 

a 
粘'1''1:なし。粒子はやや荒L、。!立

黒褐色

(lOY[{2/2) 
物、小さな石を包含している。

a aに比べ、半Ili'l'll:があり、1'，'(fl土

sR tll¥ 色 キ[[Jか L、。 J立物は包含していない

( lOY[{2/31 が、炭化物を包含している r

A 

乱、 a'に比べi¥lj'l"I:があり、 1GH二

にぶい奥村J色 は中111か造物、炭化物は包含

(5YH4/3J していないυ

第15図 S K 34.31.持土地
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第 34号土地

I 由 0.75汎， 短転I 0.72 m， 最深の深さ 0.11汎
一一一 一

形態 上縁か誌がる浅い小土誌である。底面はほぼ平らである。

遺物は少量まとまりなく出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる。 図版12

形態 l北西側はほぼ直上、南東側が一度くびれてゆるやかに広がる土地である。

向性;!7¥:yJo ii物は大量に出土しL い山層0)Et5k:{ff)Hιム山く、町

なって出土した。

P.72第46図i乙示される土器が出土した。

時期|縄文時代後期前葉のものと思われる。

備考|第46図開方形の土器である。色調は灰白

一辺 6.2仰，底辺 2.9叩，高さ 4.2仰である。

第 19号土地

図版12

し、焼成は良好である。口縁部

短軸 1.01 m， 最深の深さ 0.12汎

P.62第36図 7--1m乙示される土器が出土した Q

縄文時代後期前葉のものと思われる。

第36図12fζ示した笹の葉状の痕跡を持つ土器底部か出土した。
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aよ1)粘性あ 1)。粒子は aより半日|かい。

a'よ 1)中11，'1'1:あ 1)。粒子は、乱、 a'と比べかな
り示1lIか L九

H= 149. 10m 

第16図 S K 18砂 07サ6Ae06B-土地
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第 18号土塊

短軸 0.86机， 最深の深さ 0.22 m 

遺物出土量は少ない方に属する。ほとんどの遺物は a らまとまりなく出

3 ~ 61こ示される

図版

i毒物出土状況 l造物出土量は中間的である。遺物はほとんどのものが、 b層中から出土し

一一

P.56第28図に示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと忠われる Q

S K 06 Aが06Bを切っており、 06Aの方が新しい。第16図中の RQは第69図 5fζ示し

た磨製石斧で、 SK 06の遺構検出面とほぼ問レベ、ルから出土している。他に第2日図20----23に

した網代痕や笹の葉の痕跡を持つ土器も出土している。
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A 

A 

A 

A 白i
H"149.55m 

第17図 S藍 03・02-08・01土地

A 

a 

黒色

( lOYH.2/1) 

b 
ヨま 作る 色
(lOYR2/2) 
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立会がダPな 1ミ

干支!活。

イ、j是をたむハ

十占土。

木段、ゴニi去を多誌にたむ i

!i'H1 

炭化物粒子、亦色粒子を含む。小さいは~
3 cm) 際を含む。

a I百にJtAL、しまづている。



第 03号土地

空竺出竺やや広がる深い土拡である。東側と北西恒竺守三竺三三と三三

ら出土した。土偶も]

したものと思われる。同様のも

形態 I S K 02は上縁が広がる浅い土町、三竺ie:S K竺竺竺三

遺物出土状況|遺物はかなり大量に出土している。遺物はほとんど d居からまとまりなく fーは

しfこQ

P.49 o 50 e 57第21• 22 • 29図の土器と、 P.94第69図い 2の掻器と

時期 i縄文時代後期前葉のものと思われる。 I

備考 IJ表面はしっかりしているが、理土は極めて不明瞭である c りに SK 02があり SI 
K 08を切っている。さらにその下ι土地があるようでこれを SK 02'とすると、新十一 02 D8 

02'→吉となるようである。しかし02'は極めて不明瞭で規模等をつかむことはできなかった口

土土産 検出地点l立区 ME48 |主軸方位 IN84
0 

E 

しfこ己

P.48第20図l乙示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる。

第20図 91乙示した円盤状土製品、 10.11fζ示した網代痕を持つ土器底部も

-4] 
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A n_: 
A 

H = 148.9om 

A A' 

-H = 149. 70m 

F、 A 

A 
SK12 

H=15o.oom 

品 色|遺凶4物勿胞包含層O 炭化物をi混昆入している O 半粘州州占か削叫凶'/併性/t性f生主
/1リ1)0九O しまり悪L、O

(lOYR3/2) I 

暗 品 色|室内物、ローム粒子をi見入している。しま 1)

(lOYR3/4) /芯ド

b' / 
暗 褐 色 Ia層と b層の中間層。
(lOYR3/4) 

を iit入門炭 f七t~ を 'þ 千百:il~ 入してい
上iいυ

11" 

第18図 SK11.14・12土地

つω4
 



土地

1.27汎， 短軸 0.86 m， 最深の深さ 0.42 m 

遺物出土状況 l遺物出土量は少ない方lζ属する。ほとんどの遺物は社

土した。

函第咽同れる土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる。

第31図4• 5 Iこ示した網代痕を持つ土器底部 6の笹む禁状の痕跡を持つ土器底部が出土

した。

い方である。いずれの土器

|壬土桔検出面とほぼ同レベルかやや下面から出土したo

P.59第32図lζ示される土器が出土した。

縄文時代後期前葉のものと思われる Q

第32図 3Iζ示した綱代痕を持つ土器底部が出土した。
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つめられたようにあった。 5 (こ il¥しfこ

はa及び bii'づからまとま

で為ったものと忠われるが、

A ~:-:;+rn ;.+... -ι i_小一一七 v

3とと八J 仁王室 Iノゾじめつつ。
2

カ
」
μ
-

F
3
a
v
 

る高さ 10cmで、あったが、

であったと思われる。焼成

る。文様は 5叩程の LR

り、その後lζi幅 5~7mmの沈線で区画した内側を磨消し

ものと思われる。

で胴部上

たは横位iζ回転施文してお

る。縄文時代後期の
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2. 出土遺物について

調査で発見された遺構及びその周辺からは多くの遺物が出土した。遺構内から したもの

は図示したとおりである。それらをもあわせて記述するものとする。

土器 縄文時代後期初頭から中葉頃までの土器が発見された。主体をなす土器は地文に縄文

を施し、それにいろいろな沈線文で幾可学的な文様を構成するものである。それらを大別する

と次のようになる口器形は深鉢 e 浅鉢@注口 e 章&ミニチュア土器などがある。口

突起の付くもの、波状口縁をなすものが多い。第56図iこ突起の主なものを示した。

1 縄文を主体とするもの。器面全体に縄文が施されるもので、器形は深鉢形をなし、頚部

でくびれるものが多し、iO (1)口縁部に 2--3ι;mの無文帯を持つものo (2)頚部lζ無文帯をもつもの。

さらに①無文帯との境界iこ沈線、をほどこすもの。(これには上だけ a 下だけ s 上下両方にある

ものがある。)②縄線文をほどζすもの。(①と同様の種類がある。)③沈線 他

2. 地文に縄文、撚糸文を施し、その上に沈穏を施すものO 沈線は(ll棒状の工呉で巾広の沈

線文で構成するものo (2)半裁竹管による平行沈線文で構成するもの。 (3)細く浅い沈線で構成す

るものなどがある。(引の沈線で構成される土器は①口縁部に文様帯(模式図)を持つもので、

器形は腕部から口縁部にかけて誼線的に立ち上り、鋼部lとは幾可学的な文様を施すも {j)o

②口縁は平 e 波状をなし、少し内湾する深鉢形で 8字あるし 1は5字状の文様が縦につけられる

もの Q あるいは列点文などを施すものなどがある"口縁部に①と類似の文様帯をもち、

がくじてれ それ以下iこ沈続文の施されるもの。比較的大形のものに多い。

(2)口縁は平で、口縁部lこ広い文様帯を構成し、頚部lと平行沈線、鋼部に

文様を施すもの。 (3)は地文に撚糸文が施されるものが多い。

3. 磨消縄文のあるもの。 (1)地文に縄文を施した後、 し、その後で磨泊するものO

した後iこ縄文を施すものとがある。 ものが多い。

後期前葉のものは、地文の縄文原体がヌミく、中葉のものは細い。第43図 1のように、巾広く帯

状に縄文を残し、その中iζ沈線で文様を施すものO 平行 a 三角形 e 菱形 e 孤形 e 台形iζ区画し

iζ磨消し、その部分が少ないもの。第25図 1のように大きく磨泊するものなどがあり、

い。東23思11L;のように、残った縄文の上に束IJ突文を砲すものがあり、こ

器のように三重に施すものもめずらしく、普通沈線に沿って 1ヂIHc::刺突されるものが多い。

4. 沈線だけのもの。第57図16のように口縁が内湾する鉢形土器に多い。口縁部には、円形

刺突文を間lζ平行沈線を数本施し、その下に孤状lζ沈線を施すものが多い。第57図14のような

ものもある口その他の土器で注目されるのは、第53図の土器がある。器壁が厚く、器表面は無

文、内面下半部に図のような太い沈線で文様が施されているものがあり、遺構外からも数個あ

る。
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5. 土製品。四脚@三脚土器(第291蛮4)底部は平に作った後に卜字 (U字状)Iζ切り取り、

四脚の底部にしたもので、この他に第60図43など、問38• 40のように三脚のものもある。 43を

除いた他は小形の土器である。器台(第 図18) 1点出土。四脚の付し、た器台である。

土偶(第61図.62図12)014点出土した。中には同一個体のものもある可能性がある。頭部が前

に突き出た独特の形をなす。第62図52の頚 .55の左肩の部分にアスファノレトが付着している。

円盤状土製品(第日3図)。円盤状土製品は]30余点出土している。すべて土器片を利用したも

のである。他lこ石製品も 4点ある口

船形土器(第48図17)oSK28土泣から発見さ る。船形をなし、南側lこ沈椋で文

様を施している。

この他に環状土製品、耳栓(第54図12)などがある。

石器(図板18---20) 遺構内及び遺構の包含層から多くの石器が出土した。その主なものは、

石鍬@石錐@石是主@石箆 e磨製石斧@出石 e石錘 e 石棒 e 石盟 a 石万 s などがある口

石J;!jY2は12点あり、柄のあるもの、基部に挟り込みのあるものである。基部が少しふくらみの

あるものなどがある。石錐はお点あり、刃部の長い物 5点、年IJ片の一部に加工を施して錐とし

たものとがある口石匙は18点あり、縦長のもの a横長のものと二種あり、I1IJ者が多い。

斧は36点あり、小型のものは、長さ 5cm • 巾 2 侃から大きいもので欠損して14m 5 巾7.5cmの

ものまである口欠損しているものが多い。全て蛤歯である。白石は18点で一つ[llJむものと二つ

凹むものとがある口石錘は 3点、あるD いずれも楕円形で漏平な礁を用い、長径の南端を磨いて

くり石鍾としたものである。石棒は 2点ある。 2点とも欠揺していて現存する長さは24

つ

Cこ2
7正~二二

国-四回ーー帽周回

三三d)DOO D仁ご

土器口縁部文様帯模式図
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伺(径 4.5叩)14叩(筏 2.5伺)にある口大きな万の石棒の先端部が少し凹んでいる。石l1llは

1点、あり、欠損部分が多く、全体の形は不明。石万は l点、あり、欠損しており現存する長さは

14.5仰で先端部が残っている臼巾 3.2cm 長さ l且 5cmである。

この他に多くの剥片石器が多く発見されている。

2こ主ニ については P89に記した口

ほど用意し作成したが、 より なかっ

v

一つよの
γ
」

人
J

L
凸，JJ

'
'
 

た らは多く Lらは

利用して紹介したい。

~1;l1 

第20図 S K 01出土土器
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土器底部(第o4図----68図) 土器の底部には所講網代痕のあるもの、木葉痕のあるもの、

の葉状の痕跡のあるものなどがある G 中でも網代痕のあるものが最も多い。荒木氏の分類法に
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lAB2+ Az J 

第67図40~46のように紐を 2----4 本を一紐iとして編んだものもある。 51 は í A3+B3Iの左 1本

l B2ートA2J

jきり、 53は iAz+ B4十A2+B5 iと見える。その他の種類があるが数は多くなる。第67図48，51 

lB4十A2 J 

は底部の側線で編み方が変わる。これは何を意味するであろうか。このような例は少ないが、

に網代をしく時、土器にあう網代をわざわざ編んだとは考えられないだろうか。②の

ように同種類の編み方が多いのに同一網代を用いたと考えられるものはない。
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んそん晶 戸 二三工ニ

牙=;~与三 ま と め

由利郡東由利町田代字石高lこ所在ーする片符沢遺跡 Iは高瀬111と 11Iこ閉まれた台地臼ζ位

る遺跡である。遺跡は高い所で標高 151m、低い所で 149mで~!と側に進むにつれて段々に

{尽くなり高瀬)11(こ達している。台地は北側に延びている白台地の延びる方向は違っていても、

昭和52年発掘調査し 103基の土地が発見された同町湯出野遺跡、の土拡の占地している所と非常

によく似ている口

された。 きく三つの群をなしている。これ

を全体的に見ると環状を呈すようにも見える口しかしそれぞれの土壮群の間隔は16m--.，20mほ

どあり、全体が一つの遺構と見るより、各群独立していると見た方がよいであろう。 1I亙4基

盟区 5基で、他の42基は立区l乙属す。乙れら三群の土岐に共通する特徴はA、二i二511:の掘り方は

楕円形、円形が主体をなす。 B、土曜;内にいろいろな遺物が入っていること。……土器の他lζ

コブシ大から人頭大の石が入っているものが43基ある。ー

イ也に注目されるのは、 SK05土岐が一際めだって大きいことである。断面は孤状をなし、外縁

部がこiこ手状にしっかり作られ、しかもこの周囲に 5 して存在することである口現

在までこのような例は間かない。どのような意味をもつものか、今後の課題の一つである。

情円形の土JI之の方位を検討した結果、その万位に一定のまとまりはなく、は‘らばらである。

これも現在まで県内で発見されている土拡にはない特徴である。特色のある造物岳土偶を出こと

した土泣は03と09号土泣、四脚土器を出土した土J[};は03と08号、他に器壁がj享し内側に太い

沈線で文様を施し、同一個体と考えられる土器片がおと47号から出土している。耳飾りは 106

号から、 29号からは土域底部に入っていた扇平な石に朱が付着していた。円盤状土製品 e 四制

どが発見されている。土拡の配列を見ると立区、車区のそれはコタiJを

しているようにも見える。これらのことを総合的に見ると慕と考えられる要素が多い口

しかし前述したよう ι方位等に規則性が認められず、積極的に裏付けるものも少ない。これら

は他の遺跡の調査例をまって検討されなければならない問題である。

とにかくこれらの十:JJl:は縄文時代後期前葉から中葉までの時期のものであるの士会lJ1::の上には

集石、土器が捨てられた状態で多数発見された。それらと土泣との関係も調査したが直接的な

関係は認められない。このような例は秋田市坂の上遺跡に類研IJを見ることができる。
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